
 

（第２号様式）   
令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立麻生支援学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月17日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

児童・生徒一人ひとりの発

達段階や障害の状態に応じ

た学習課題の設定、指導方

法の工夫、教材・教具の開

発を推進し、児童・生徒が

「すぐにわかった！」「自

分でできた！」を実感でき

る授業を実践する。 

 

 

 

授業において、ICT 機器の１

人１台専用端末を積極的に

利活用し、学びのツールと

して有効な実践例を積み重

ねる。 

①児童・生徒の実態に応

じた課題の設定、指導方

法の工夫により「すぐに

わかった！」「自分でで

きた！」を実感できる授

業を実践する。 

 

 

 

 

 

②タブレット端末の活用

について、児童・生徒が

授業等で活用できる実践

例を共有し、各学部にお

いてさらなる活用につな

げる。 

①児童・生徒の発達段階や

障害の状態について、校内

研究、サポートプログラム

等を活用しながら教材・教

具の作成および適切な課題

の設定により「すぐにわか

った！」「自分ででき

た！」を実感できる授業を

実践する。 

 

 

②タブレット端末につい

て、離れた場所をオンライ

ンでつなぐこと、自分専用

にカスタマイズして日常的

なツールとしての活用等、

校内研究と関連させて事例

を共有できる場所を確保

し、児童・生徒が授業で活

用できる体制を整える。 

①校内研究、サポートプロ

グラム等を活用して「すぐ

にわかった！」「自分でで

きた！」の観点で授業を計

画・実践すること。また、

作成した教材・教具を校内

外に発信・共有することが

できたか。 

 

 

 

②タブレット端末の授業で

の活用について、校内研究

と関連させて授業実践例を

共有し、授業での活用につ

なげることができたか。 

 

 

 

①校内外の教員向け講座

を実施。校外から５名が

参加した。サポートプロ

グラムでは、依頼者の授

業を関係職員で参観を行

い、助言、教材の工夫に

取り組み、児童生徒の実

態の見立て方や目標設定

の仕方など授業改善につ

なげることができた。 

 

②A 高等部と分教室をつ

なげて合同授業を行っ

た。ひまわり学級とリモ

ートでつなぎ、学期の活

動の振り返りを一緒に行

った。「Classroom」ア

プリを使って授業内の提

出物、行事のしおり作

り、日々の日誌の記入を

行った。 

 

 

①サポートプログラム

を支援学校勤務３年未

満の教職員を対象者と

して広げて、困り感や

すぐに相談できるよう

な仕組みや共有しやす

くすることが必要であ

る。 

 

 

 

②情報機器を有効かつ

安全に活用していくた

めに職員向けの情報セ

キュリティーの研修を

行う必要がある。情報

機器操作のスキルは生

徒により異なることを

踏まえ、より生徒一人

ひとりに合わせた指導

が必要である。 

①保護者アンケートで肯

定的評価84％。 

授業改善が行われ、わか

る授業につながったこと

が伝わった。 

 

 

 

 

 

 

②保護者アンケートで肯

定的評価50％。 

子どもたちにとって自分

を表現することはつなが

りの第１歩。離れて活動

していてもオンラインで

つながったことはとても

良いこと。 

①校内外への発信と

ともに講座や研修に

より授業改善が進ん

だ。さらに必要とし

ている職員へのサポ

ート体制を整える。 

 

 

 

 

 

②授業での活用事例

を積み重ねることが

できた。活用方法の

共有と年代に応じた

安全な活用を進め

る。 

①サポートプログ

ラムを支援学校勤

務３年未満の教職

員を対象者として

広げる。 

 

 

 

 

 

 

②職員向け研修

や、活用事例の共

有を進める。 

２ 
児童・生徒 

指導・支援 

児童・生徒一人ひとりが互

いの人格や多様性を尊重

し、自他を大切にする心と

互いにかかわりながら生活

する力を育てる。 

①-1 いじめアンケート

（高等部）の実施によ

り、いじめの早期発見に

つなげるとともに、再発

防止を図り、互いの人格

や多様性を尊重し、自他

を大切にする心を育て

る。 

 

①-2地域や関係機関の資

源を活用して職員・保護

者研修を行い、ＳＮＳの

マナーや日常の危険回避

等のアドバイスを日々の

教育活動に取り入れる。 

①-1 いじめアンケート

（高等部）を各学期に実施

し、生徒の状況を把握する

とともに、いじめが疑われ

る場合には、適切かつ迅速

に対処する。 

 

 

 

①-2 保護者向けにＳＮＳ

に関する研修会、保護者や

地域の方、職員向けに性教

育に関連した内容の研修会

を実施する。 

 

 

 

 

①-1 いじめアンケート

（高等部）により生徒の状

況を把握し、いじめの早期

発見及び防止に努めて、自

他を大切にする心を育てる

ことができたか。 

 

 

 

①-2 保護者向け研修会、

職員向け研修会等により得

た内容を参考にして、生徒

がＳＮＳのマナーや、自身

を守ることについて学ぶこ

とができたか。 

①-1 アンケート結果をい

じめ対応検討委員会で検

証し、状況を把握でき

た。日常的に職員間で

日々の児童・生徒の状況

を共有し、チームで対応

している。 

 

 

①-2 SNS に関しての研

修内容や情報を関係者で

共有できた。また、性教

育をテーマとした研修内

容を教職員と保護者で共

有できたことで、共通理

解のもとに話をすること

につながっている。 

①-1 アンケートの趣旨

を正確に伝えることが

難しい生徒について、

日々の行動観察を中心

とした補助的な調査方

法を考えていく必要が

ある。 

 

 

①-2 SNS 研修会につ

いては、保護者がより

参加しやすい設定を検

討し、年度の早い時期

に危険性や対応の仕方

を共有していけるよう

にする。必要に応じて

家庭との連携を行う必

要がある。 

 

 

 

 

①-1 保護者アンケート肯

定的評価44%。 

重大事案が起きないよう

に引き続きアンケートだ

けに頼らず日ごろから生

徒に目を配っていけると

よい。 

 

 

①-2 保護者アンケート肯

定的評価54%。 

「SNS」という言葉が多

く出てきている。このこ

とについての問題点に取

り組んでいただいている

ことは非常に良いこと。 

①-1 重大事案は起き

なかった。 

アンケート内容の見

直しや、行動観察に

よる適切な対応を行

う。 

 

 

 

①-2 保護者向け研

修会は生徒指導につ

ながる内容として実

施できた。より多く

の方が参加しやすい

工夫をする。 

①-1 アンケートの

内容については、

生徒の実態に合わ

せて見直しを継続

する。日ごろの様

子の共有を大切に

する。 

 

 

①-2 研修会の開

催時期や内容の周

知など工夫し、保

護者と共有しなが

ら生徒指導につな

げる。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月17日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・ 

支援 

成功体験を積み上げる教育

活動により自信や意欲を高

めて、将来の自立と社会参

加や、自分らしい生き方を

見つけるための支援を行

う。 

①-1将来の自立と社会参

加や、自分らしい生き方

を見つけるための支援を

行う。 

 

 

 

①-2進路先の見学会、保

護者向け進路学習会を実

施し、児童・生徒が将来

の生活をイメージできる

ように支援する。 

①-1 日々の教育活動でよ

い所、得意な所を見つけ

て、その部分をさらに伸

ばす支援を行う。 

 

 

 

①-2 小・中学部向けに進

路見学会、保護者向け進路

学習会を実施する。 

①-1 保護者・教員間でよ

い所、得意な所を共有し、

教育活動に取り入れること

ができたか。 

 

 

 

①-2 進路先の見学会、保

護者向け進路学習会を実施

し、児童・生徒が将来の生

活をイメージできるように

支援することができたか。 

①-1 連絡帳での情報共有

や、iPad でコミュニケー

ションの場面を見て児童

生徒の様子を共有した。

文化祭の販売で、客から

言葉をいただくことで生

徒の自信につながった。 

①-2 高等部保護者向けの

進路説明会や施設・企業

見学見学会、中学部と小

学部保護者対象の進路説

明会、小中保護者対象の

施設見学会を実施した。 

①-1 引き続き、家庭と

連携しながら児童の得

意な所を伸ばす取り組

みを行う。 

 

 

 

①-2 小中学部保護者か

ら、進路先の詳細な情

報提供をしてほしいと

要望があった。部門、

学部で分けて、説明会

を実施する等工夫する

必要がある。 

①-1 保護者アンケート肯

定的評価81%。 

褒めてもらい自信が持て

るようになり、色々な事

にチャレンジするように

なった。 

 

①-2 保護者アンケート肯

定的評価 80% 社会人の

先輩の話を直接聞く機会

やグループホームなどの

見学など出来たら、本人

自身も将来のイメージが

湧きやすいと思う。 

①-1 交流場面など

自信をもつことにつ

ながる活動場面を保

護者と共有した。引

き続き伸ばす支援を 

行う。 

 

①-2 各学部で進路説

明会、見学会を実施

した。今後は保護者

のニーズを受けて将

来のイメージを持て

るように工夫する。 

①-1 地域社会に

つながる内容等

で、得意な所を生

かせる活動に取り

組む。 

 

 

①-2 各学部の保護

者のニーズに合わ

せた実施方法の工

夫を行う。 

４ 
地域等との 

協働 

地域社会を実践的な学 

びの場ととらえて、 

日々の学習で培った力 

を地域社会への貢献活 

動として発揮するなど 

の取組を教育課程に位 

置付けて実践する。 

 

 

 

 

①-1 地域社会で学ぶ内容

を教育課程に位置付ける

とともに、地域の方や保

護者に向けて取り組み内

容を発信する。 

 

 

 

②地域と学校の行事につ

いて、作品展示や発表な

どお互いにメリットがあ

る内容を実施し、児童生

徒の自信につなげる。 

①-1 児童・生徒の地域活

動をとして清掃活動、施設

の活用等に取り組み、ＨＰ

等で発信する。 

近隣大学との授業等の連携

について模索し、実施につ

なげる。 

 

②田園調布学園大学、王禅

寺町内会、子ども文化セン

ター、ヴィラージュ虹ヶ丘

等とお互いにメリットがあ

る活動内容を検討、実施す

る。 

①-1 地域社会で学ぶ内容

を教育課程に位置付けて、

活動内容を地域の方や保護

者に向けて発信することが

できたか。 

 

 

 

②地域と学校の行事につい

て、お互いにメリットがあ

る内容を実施し、児童生徒

の自信につなげることがで

きたか。 

①近隣大学への校外学習

で体験学習や食堂で食事

をする経験ができた。 

虹ヶ丘公園の清掃活動を

についてあさおインフォ

メーションに掲載し、保

護者や地域への発信をす

ることができた。 

②王禅寺町内会主催「夏

休み木工教室」「麻生ユ

ニバーサルコンサート・

パラアート展」「カフェ

グランデあさお]への展

示を通して、本校卒業

生、保護者、地域の方や

関係機関の方々と触れ合

うことができた。 

①地域社会と交流の機

会として、あさおイン

フォメーションや HP

等、地域への発信方法

を検討する。地域施設

を利用し、生徒の実態

に応じたインターンシ

ップ実習を進める。 

②麻生区以外の自治体

からイベント参加のお

誘いを受けているが、

今年度は参加できなか

った。職員の体制を含

めて参加する範囲と、

作品展示のみなど参加

方法について検討・改

善が必要である。 

①-1 保護者アンケート肯

定的評価66%。 

地域を巻き込んで学校が

どんどん出ていくことに

共感が持てた。他校との

交流は子どもたちにとっ

てもうれしいものと感じ

る。 

①-2 保護者アンケート肯

定的評価86% 

王禅寺町内会木工教室は

青少年部の方も大勢参加

し、参加した方は大変喜

んでいた。☆柿祭やアー

トコース発表会などはと

ても良い発信だと思う。 

①-1 あさおインフォ

メーションや HP を使

って地域や保護者に

向けて地域社会での

学習内容を伝えた。 

地域での活動を継続

し、児童生徒の活動

の幅を広げる。 

①-2 地域へのイベン

トの参加、学校で地

域の方が参加するイ

ベントそれぞれ実施

し、児童生徒の自信

につながった。お互

いの交流を深めて継

続していく。 

①-1 活動内容の周

知方法としてあさ

おインフォメーシ

ョンや HP の活用

と、児童生徒が地

域に貢献できる活

動を継続する。 

 

①-2 実施後の振り

返りを行い、継続

する際は児童生徒

の状況に合わせて

参加内容、方法に

ついて検討する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

「児童・生徒への丁寧なか

かわりのスタンダード」を

活用し、児童・生徒が安心

して学ぶことができる学校

にするとともに、取組の好

事例を共有する仕組みを構

築して、短期間で内容の充

実・更新を図る。 

 

災害時や非常時に備えて、

関係機関と協力して訓練・

研修等に取り組み、児童・

生徒が安全に学ぶことがで

きる環境を整える。 

 

 

①児童・生徒への丁寧な

かかわりの取組につい

て、発信・共有できる仕

組みを作り、保護者の意

見を取り入れて内容の充

実と職員の意識向上を図

る。 

 

 

②スクールバス運行時等

児童生徒通学時の安全確

保について、関係機関と

連携して具体的な対策を

作成し検証する。 

①児童・生徒への丁寧なか

かわりの取組について、学

部等から発信・共有する。 

保護者アンケートを実施

し、意見を取り入れて内容

の充実を図る。 

 

 

 

②スクールバス運行時に災

害が起きた場合の安全確保

について、川崎市（区役

所）および関係機関と連携

して計画を策定する。 

①児童・生徒への丁寧なか

かわりの取組について、職

員間で発信・共有すること

ができたか。 

保護者の意見も取り入れて

内容の充実を図ることがで

きたか。 

 

 

②スクールバス運行時等児

童生徒通学時の安全確保に

ついて、関係機関と連携し

て具体的な対策を作成し検

証することができたか。 

①職員会議で好事例の取

組みを紹介し学校全体で

職員の意識向上を図っ

た。また、保護者アンケ

ートを実施し、スタンダ

ードのブラッシュアップ

を行い、職員、保護者へ

周知した。 

 

②スクールバス内に災害

時用セットを配備した。

発災時に GPS の導入につ

いて、試験導入した。 

バスルート近辺に立地す

る、田園調布学園大学、

元石川高等学校と、スク

ールバス運行時に発災し

た際の対策について話を

進めることができた。 

①児童・生徒への丁寧

かかわりのスタンダー

ドの学部等での取組は

周知したが、職員がお

互いに認め合い、よい

取組みを取り入れる実

践を積み重ねることが

課題である。 

 

②地域とのつながりの

中で、発災時に協力を

得られる場所を増やし

ていく。地域に発信し

ていくと同時に校内・

バス会社との情報共有

を進め、発災時に適切

な行動がとれるように

する。 

①保護者アンケート肯定

的評価84%。 

職員が当事者意識を持つ

ことや保護者の生の声を

聴くことが大事であり、

次に生かせる内容であっ

た。 

 

 

②保護者アンケート肯定

的評価68% 

バス運行時の安全確保に

ついて、地域との協力を

得られる内容が実現して

いくことをうれしく思

う。 

①アンケートをと

り、周知はできた

が、今後は職員と保

護者で作る「丁寧な

かかわりのスタンダ

ード」を目指すこと

ができるとよい。 

 

 

②地域に発信してい

くと同時に校内・バ

ス会社との情報共有

を進め、発災時に適

切な行動がとれるよ

うにする。 

①保護者との茶話

会に教職員が参加

し、「丁寧なかか

わりのスタンダー

ド」について話題

にする。 

 

 

 

②現在進めている

関係機関との連携

を拡げるととも

に、GPS 機能の整備

を進める。 

 


